
弥
生
。
冬
眠
し
て
い
た
生
き
物
が
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚
ま
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
春
色
の
花
も
咲
き
始
め
る
こ
ろ
、

草
本
も
「
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
」
と
で
つ
意
味
で
「
い
や
お
い
」
か
ら
変
化
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

余
寒
も
和
ら
ぎ
春
め
く
季
節
は
、
行
事
も
盛
り
沢
山
で
す
ね
。

上
巳
（じ
ま
つ
し
）
の
節
句

（ひ
な
祭
り
）
、
卒
業
式
、
入
園
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
の

新
生
活
へ
の
準
備
に
気
持
ち
も
春
色
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
季
節
の
節
目
に
「
私
の
き
も
の
ア
ル
バ
ム
」
も
卒
業
で
す
。

あ
っ
と
で
つ
間
の
一
年
間
で
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

撮
影
／
内
田
祐
介

ス
タ
イ
リ
ス
ト
／

一
戸

都
　
バ
ッ
グ
／
「
着
物
リ
メ
イ
ク

小
袖
」

私
の
な
に
は
の
ア
ル
バ
ム
３
月
（最終５

懇

ty

沢
山
の
素
晴
ら
し
い
出
逢
い
と
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
の
き
も
の
は
、
乳
白
色
と
空
色
を
あ
し
ら
つ
た

桜
文
の
小
紋
。
「
装
道
礼
法
き
も
の
学
院
」
で
の

課
外
授
業
の
一
環
で
訪
ね
た
、
結
城
市
の

工
一房
で
購
入
し
た
結
城
紬
で
す
。

帯
は
、
銀
伯
、
螺
錮
を
散
ら
し
た
雛
人
形
文
の

お
気
に
入
り
の
名
古
屋
帯
で
す
。

不 文
夕 .

`物
ツ編
ドイ
ノ林

=良戸 江

l

ギ討真のきも的饉伊ゞ

五節句の一つ、「上巳 (じ ょうし)の節句」は

「桃の節句」のこと、中国の水辺で楔 (みそぎ)を

して械れ (けがれ)を祓 (は ら)っ たという習慣と、

紙や草などで作る人形 (ひ とかた)で体を撫で

械れを移し、水に流すことで厄を祓う日本の風習
が混じり合ったものが雛祭りの原型でした。

今でも行われている「流し雛Jはその名残りです。

桃の節句には、桃の花と菜の花を飾り、ちらし寿

司、蛤のお吸い物、桃の花を浮かべたお酒と千

代紙で折る雛人形や鶴の菓子置き、箸置きも手

作りで親しい友人を招いてお祝いします。

1、   ..

ｒ
ｉ

慶
量

，
／

●
_

二_‐‐
‐́

きものでお去 0｀ け1脅幸風

毎月、きものを着て集う楽しいイベントを用意しています。

お気軽にご参加ください。

「～目白 椿山荘の吊るし雛。お花見。食事会2012～」

日:2012年 3月 3日 (土 )11時20分～14時30分

所 :「フォーシーズンズホテル 椿山荘」3階  メインロビー
東京都文京区関口2-10-8803‐ 3943-5489
費:4,000円 (お花見ビュッフェスタィルランチ代)

問。予約:和創美・林良江 090‐ 7010-4723
http:〃 www wasoubiJp/(和 創美 ⑪ )

林良江器はやしよしえ
法人企業・外食産業系会社創業社長(17年間)を経て、

1lt鷺強調戦 1量謂壁ヂ蠣れ

「

翼LンサルタンR 旺
フードコーディネーター、占い師、パーソナリティーなどマルチに活躍。
また「輝く女性作リセミナー・シャイニング(女性講師軍団)」 を主宰。「和創美」代表。

きも 人 の
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 一
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ノ

幡
輸

林
か
お
る
さ
ん

ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
奏
者
、
塁
至
彩
画
家
。
２
０
０
３
年
ま
で
、

京
都
を
中
心
に
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の

演
奏
活
動
や
生
徒
指
導
を
行
い
、
そ
の
後
東
京
に
活
動
拠
点

を
移
し
、
都
内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
ソ
ロ
や
バ
ン
ド
で

演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

歌
う
と
で
つ
よ
り
語
り
か
け
る
こ
と
、
心
を
伝
え
る
演
奏

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
墨
彩
画
家
と
し
て
は
掛
け
軸
、
額
絵
、

色
紙
な
ど
の
ほ
か
、
帯
、
き
も
の
、
和
装
小
物
な
ど
の
作
品
を

手
が
け
て
い
ま
す

）^題
材
は
ン゙
ャ
ズ
、
動
物
、
わ
ら
べ
、
招
き
猫

な
ど
の
縁
起
物
が
多
く
、
観
る
と
思
わ
ず
一ヨ

ヨ́
し
て
し

ま
う
、
ひ
た
す
ら
明
る
く
て
楽
し
い
画
風
で
す
。

″tの 第り |(ψ
tな 4び
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大阪は堺市の出口美穂さん、「自分らしく季節感を大切にしていき
たい」というメッセージと共に、「きもの大好き4人娘 (つもり)」 とい
う写真が届きました。スイーツまで平らげた後、レストランの中庭で
の記念撮影 !

クレストホテル立川で従姉

妹の結婚式へご出席の千

葉利恵さん。お母さまと叔

母さまがきもの好きだった

影響で着付け教室へ通っ

て5年 1 今では着付けも
ヘアメイクも出来るようにな

ってきものライフを楽しんで
います。裾と袖の模様が見
えないのがちょっと残念で

すがお気に入りの訪問着
で最高の笑顔です。

八王子の「にしわJから届いたのは、久島望さんの成人式前撮り
の写真です。大輪の牡丹の存在感と、絞りやばかしで描かれた全

体の雰囲気は、動きのある、風を感じるデザインで、活動的な望さ
んによく似合っています。ヘアスタイルを新日本髪のアレンジです
っきりさせたセンスが光りますね。

長崎の池田恵美子さんから届いた晴れ姿! 4ヽ学校の卒業式で、あまりに大きく育ってしまった

ので着る服がなく、お父さまの紋付袴で出席1 という裏話には思わず笑みがこばれます。これ
から身も心もますます大きく育ってくださいね。

ー

京都のウライ株式会社の裏井健介さん。

若い男性のきもの姿、カッコいいですね～。

横浜の井上善雄さん、さす
がはベテラン! 着こなしが
お見事です。

黒の羽織がばっちり決まっている栃

木市の「丸森」の中新井律子さん

(左 )とシックな小紋に型染めの帯の

藤井寺市の「あだち」の足立ゆりかさ

ん (右 )は ともに着付け教室の先生

兼若女将です。センターは、連載でお

なじみの林良江さん。江戸小紋のシ

ックな装いです。来月号からは新連

載がスタートでますます張り切ってい

ます。

）一尋・）

幸


